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双葉郡８町村各校の取組と子どもたちの今を伝える広報誌

ふたはの教育



2022年12月3日（土）富岡町文化交流センター・学びの森

現地・オンライン併用開催

自分の未来を自分で切り拓いていく力を育む探求的な学び、それが双葉郡８町村でともに取り組む「ふるさと創造
学」です。地域のひと・もの・ことを題材に、課題やテーマを設定し、情報を集め、整理・分析して考え、まとめて
表現するプロセスを通して、自らの考えを深めていきます。
各校のふるさと創造学で学んだことを、子どもたち同士が互いに伝えあう場として毎年12月に開催しているのが、
この双葉郡ふるさと創造学サミットです。
第６回までは郡山市のビッグパレットふくしまで、そしてその後は新型コロナウイルス感染拡大の影響で2年間オン
ラインでの開催となりました。
第９回を迎えた今年度は、富岡町文化交流センター・学びの森に一部の児童生徒が集まり、その他の児童生徒は各
校からオンラインで参加する、現地・オンライン併用での開催、また、初めての双葉郡での開催となりました。
ライブ配信も行い、併せて800名以上が参加しました。

ふたば生徒会連合がオープニング・セレモニーとクロージング・セレモニーを企画運営！

クロージングでは、
現地とオンラインで
参加した児童生徒が
それぞれ、参加した感想を
共有しました。　

今わたしたちにできること
～新しい町づくりの力になろう～

今までの学びを
「わが町なみえ」にいかそう

浪江町の森林資源の
素晴らしさと、森林
環境学習と福祉体験
について発表。

葛尾の魅力を紹介します
～葛尾村調査隊～

葛尾村を探検・調査したことをもとに、葛尾村の魅力を
発表。

「The コラボ show」
凍み餅×○○○＝今までになかったおいしさ

村の特産物・凍み餅
と他町村の特産物の
コラボメニューを参
加者と考案。

「ふたばの 第一歩」

本格的な復興が始まった双葉町を訪れ、実際に見て
聞いて、学んだことを発表。

町民スポーツ大会企画運営
等、浪江町のために行った
活動を紹介。

「私たちが伝えます…双葉町の今」

双葉町に行って知っ
たこと・感じたこと・学
んだことを発信。

セッションに来てくれた皆さんと
学びを伝え合い、深めよう

「未来デザインの時間」
で学んだことについ
て、参加者とディスカッ
ション。

とみおか小学校 みんなで作ろう
おもいでの故郷に かがやく未来を

富岡町の特産品である玉ねぎをつくる農家の方の思
いを発信。

富岡町をよりよくするために、
自分たちにできること

富岡町の現状や、町がさらによくなるための方策や
取り組みを発表。

川内村の産業と職

◀【前期課程】
復興子ども教室で学
んだことや村のPR活
動について発表

【後期課程】▶
職場体験を通して学
んだ村の産業や職業
を紹介。

輝け楢葉米!! 楢葉の未来!!

楢葉米の消費量アッ
プを目指し、米粉に
ついて学んだことを創
作劇で発信。

地域から学ぼう
～楢葉町ってどんなところ？～

学校の移転先である楢葉町について映像や資料を
用いて発表。

はるの花「桜」

富岡町の「夜の森
の桜並木」に関する
ストーリーを発信。

過去から今の防災へ

双葉郡の過去の災害
と、過去の教訓からの
学びを生かす防災に
ついて発表。

模擬会社Nalysゆずスマイル楢葉
～楢葉の魅力を全国へ～

自分たちで開発した、
町の特産品を使った
商品への想いやその
魅力について説明。

広野町のみりょくを伝えよう
～すてきな自然と、物語～

魅力いっぱいの広野町の自然や伝説について発表。

ひろのチャンネル

それぞれの学年が「地域の魅力」を番組仕立てで紹介。

参加した
みんなの感想は？

交流をして、色 な々人と
お話しできたのが楽しかった。

（小学生）

毎年このサミットで、
新しいことや

知らなかったことを
発見できる。（中学生）

オンライン参加だと、
音声が聞き取りづらい時もあり、
あまり交流もなく、残念だった。
来年は現地で参加したい。（中学生）

自分たちの今後の
活動に活かして
いきたい。（中学生）

オンラインでも
その場にいるように
楽しむことができた。

（中学生）

オンラインではなく、実際に集まって
発表し合うことができてよかった。
来年も集まりたい。（小学生）

特集 1

当日レポート

初の
双葉郡
開催!!

オープニングでは、
町や村に関する
おもしろ〇×クイズで、
場を盛り上げました！
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特集 2

　双葉郡８町村立中学校（義務教育学校含む）とふたば未来学園中学校・高等学校の生徒会で
構成される「ふたば生徒会連合」の活動は、6年目を迎えました。実際に集まる機会は限られて
いますが、Zoomを活用したビデオ会議「ふたばミーティング」を定期的に実施し、交流や意
見交換をしながらつながりを深めています。
　今回はふたば生徒会連合のメンバーが、各校の特色ある生徒会活動を紹介します！

地域の役に立ちたいという思いか
ら、地域歳末たすけあい募金運
動に取り組みました。生徒のみん
なや先生方に協力してもら
い、21,600円集まりました！

私たちは、小中合同コンサート
の飾り作りや、休み時間を利用
した企画を行い、小学生との交
流に力を入れています。

学校でできるエコについて生徒会で考
え、『TOMIOKA ECO WEEK』という
活動を行いました。主に「節電」
と「節水」について全校生で考え
実行できるよう、児童会と連携し
て呼びかけを行いました。

あいさつ運動で毎朝生徒の様子を確認
したり、「だるまさんが転んだ」などの
みんなが楽しめる企画を考え、生徒と
先生の交流を深められるレクリエーショ
ンを行っています。

目安箱を身近に感じても
らうため、デジタル化し
て運用しています。生徒
一人ひとりの意見を取り
入れ、より良い学校生
活の実現を目指します。

冬の寒い夜に下校する人にイ
ルミネーションを見て少しで
も心があったかくなってほし
いと思い設置しました。

「いじめ撲滅運動」。
スローガンを掲げ、課題を
共有したり、意見交換をし
たりしています。「いじめ」
について考える良い機会に
なっています。

今年度、川内小中学園は
「あいさつ日本一」を掲げ
ています。達成するために、
毎朝、登校時にあいさつ運
動を行っています。朝から
さわやかなあいさつを行う
ことで、元気に学校生活を
送ることができています。

「優しさで成長する木」は相手の良
い所を見つけ、感謝の言葉を花び
らに書き、発信する活動です。
優しさの花であふれてほしいという
願いが込められています。

前期児童と一緒に、募金活動を行
いました。児童生徒からだけでな
く、先生方にも協力してもらう
ために、事務室や職員室に行っ
て声掛けを行いました。
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FUTABA
SCHOOL
MAP

会津若松市
葛尾村

浪江町
双葉町
大熊町

富岡町川内村

楢葉町

広野町

いわき市

FUTABA
SCHOOL
MAP
（2023年2月現在）

会津若松市
●学び舎 ゆめの森
    (2023年4月より大熊町に帰還予定)

いわき市
●双葉南・双葉北小
●双葉中
●富岡支援学校
 （本校舎・四倉校舎）

葛尾村
●葛尾小、葛尾中

浪江町
●なみえ創成小
●なみえ創成中

富岡町
●富岡小
●富岡中

川内村
●川内小中

楢葉町
●楢葉小
●楢葉中

広野町
●広野小
●広野中
●ふたば未来学園中
●ふたば未来学園高

※福島県立浪江高校、浪江
高校・津島校、双葉高校、
双葉翔陽高校、富岡高校
は休校中。

※浪江町立浪江小、津島小、
幾世橋小、請戸小、大堀小、
苅野小、浪江中、浪江東中、
津島中は閉校。うち、請戸
小は震災遺構として2021
年10月から公開中。

※ふたば未来学園高校は三島
長陵校舎あり

P22～23 P24～25

P16～17

P14～15

P12～13

P8～11P7、20～21

P18～19

双葉郡の各校は、それぞれの町や村で、避難先の地域で、
日々の学びや行事に活発に取り組んでいます。学校の規模
や町村がおかれた状況はそれぞれ異なりますが、双葉郡教
育復興ビジョンのもと、８町村が連携した取組も継続して
行っています。

子どもたちの「自ら未来を切り拓く力」を育むため、双葉郡各校ではそれぞれの個性を生かしつつ、
町村や世代の垣根を超えてつながり、双葉郡独自の魅力的な教育を進めています。

８町村で取り組む

「震災を通じ子どもたちが得た経験
を、生きる力に」との思いから始まっ
た、地域のひと・もの・ことを題材にし
た探究的な学習の総称です。双葉郡
の学校全校で取り組んでいます。

地域の人々との出会いが子どもたち
の学びを充実させ、子どもたちの活
動が地域を元気にする、そんな相乗
効果を目指し、積極的に多様な主体
との協働を進めています。

8町村合同の交流会、小中高合同の
ふるさと創造学サミット、ふたば生徒
会連合の活動など、学校を中心とし
た、町村や世代を超えたつながりを
作ります。

各校からのレポート！

ふたばの
　　学校のいま

地域と共に 生きる はぐくむ 育ち合う

福島県立富岡支援学校
https://tomioka-sh.fcs.ed.jp/ ●〈小学部〉いわき市平馬目字馬目崎61（聴覚支援学校平校敷地内）
 ●〈中学部、高等部〉いわき市四倉町字五丁目４（四倉高等学校内）

いわきでの学習活動も11年目。48名の子どもたちは、将来の自立に向け、
「今ここにあるからできること」を大切にしながら体験的な学習に取り組んでいます。

Ｈ Ｐ

Th
is year’s 

acti
vitie

s

今年度の

ふるさと創造学

取組紹介

私たちの学校が令和６年度中に移転する楢葉町について、役場の方のお話を聞いたり、
校外学習で行った施設について調べたりしたことを発表しました。

楢葉町役場で
ゆず太郎が迎えてくれました。

おおすげ祭では、中学部全員で調べたことを発表しました。

しろはとファーム
のさつまいも貯
蔵庫を見学しま
した。

小学部ステージ発表では『はらぺこあお
むし』が大好きな食べ物の妖精や蝶に
なり、元気に発表しました。

産業現場等における実習
では、実際に作業を体験
しながら、事業所の雰囲
気を感じたり、必要なコ
ミュニケーションの仕方
を学んだりすることがで
きました。

今年度はエコキャップ運動に
取り組みました。使わなく
なったペットボトルのキャップ
をリサイクルし、世界の子ど
もたちにポリオワクチンを届
ける活動となっています。

木
戸
川
に
は
、

「
あ
ゆ
の
ぼ
り
」
が

泳
い
で
い
ま
し
た
。

小学部運動会

ボランティア委員会

おおすげ祭
学校自慢団体競技

『トミオパーティ！』。

団体競技
『トミオパーティ！』。

団体競技
『トミオパーティ！』。

団体競技
『トミオパーティ！』。

富岡支援学校伝統。今年もおおすげ祭の
フィナーレで行いました。ダイナミックな
太鼓の音が体育館に響き、勇壮な演舞を
披露しました。

よさこいソーラン節！
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地域へ、世界へ、グローバルな視点をもつリーダーをめざしています

福島県立ふたば未来学園中学校
https://futabamiraigakuen-h.fcs.ed.jp/ ● 双葉郡広野町中央台一丁目6-3

建学の精神「変革者たれ」のもと、未来創造学やグローバル・スタディ、演劇ワークショップ、
哲学対話を通して、未来を拓く学習に取り組んでいます。

Ｈ Ｐ

自分のふるさとの魅力紹介。
これが未来創造学の基盤です。

チーム探究「協働魅力
探究」では、個人探究
を融合させて地域の魅
力を磨き、新たな魅力
を創造して発信。

チーム連携探究「協働国際発
信プロジェクト」では、海外研
修で異文化の同世代に向けて
発信。

第２のふるさとである
双葉郡のためにでき
ることを実践。

個人探究「双葉ふしぎ発見！」
では、双葉の海・山・川・里の
価値を探究し新たな学習フィー
ルドを獲得。

Th
is year’s 

acti
vitie

s

今年度の

ふるさと創造学

取組紹介

双葉地区を「第２のふるさと」として思いを馳せ、学年ごとに価値のある「ふたばのよさ」に
着目し、探究やプロジェクトの発信を行っています。

地域の魅力を発見・発信する未来創造学。
集大成として、世界に向けて発信します。

学習した英語表現などを
実際に活用できる力を身
につけているグローバ
ル・スタディ。世界でも
通用する表現力を、実践
しながら学んでいます。

水
曜
放
課
後
は

A
L
T
に
よ
る

特
別
講
座
を
実
施
。

自らのビジョンを掲げ、
社会を牽引している変
革者と出会い、変革者
の価値観、創造力、組
織行動力を学びます。

問いに対して共に考え、対話すること
で思考を深める哲学対話。対話を通
して、他者を認める心、多面的・多角
的に物事を捉える力が育っています。

２時間で創作し全員の前で表現し
ています。協働・創造の力とコミュ
ニケーション力が育ちます。

１年生

2年生

3年生

スポーツ生

未来創造学

リーダー学

哲学対話

グローバル・スタディ

演劇ワークショップ

学校自慢

生徒会役員が自ら考案した、
毎週水曜日のイングリッシュ
デー。英語を身近に感じる取
り組みをしています。

２年越しの海外研修へ

福島県立ふたば未来学園高等学校
https://futabamiraigakuen-h.fcs.ed.jp/ ● 双葉郡広野町中央台一丁目6-3

日々 変動する世界で活躍できる人材の育成とともに「変革者たれ」という建学の精神のもと、
生徒たちが学びを深め挑戦し続けています。

Ｈ Ｐ

表現力やコミュニケーション力向上を目指し、
郡内の小学生にチアのワークショップを実施。
「架け橋としてのチア」の可能性を模索。未
来創造探究発表会で最優秀賞を受賞。

Th
is year’s

 acti
vitie

s

今年度の

ふるさと創造学

取組紹介

双葉郡の課題と持続可能な世界実現の課題とを重ね合わせながら、地域課題解決の実践に
挑戦。中高合わせて常時約300の未来創造プロジェクトが進行しています。

海洋ゴミの深刻さを次世代
へ伝えるため、絵本作成や
アップサイクルなど、試行
錯誤を繰り返しました。

絆づくり交流会を郡内
中学生と一緒に企画・
運営し、子どもの社会
参画を目指しました。

専門家、行政の方、地
域の方と語り合い、立場
を超えて福島について考
える大切さを主張。

広野町の通学路をイル
ミネーション設置により、
明るく照らす「ひろの彩
りプロジェクト」。

東日本大震災の記
憶と地元の魅力を
伝えるために、自
ら絵本を作成。

防災意識を高めるため、
校内避難訓練ワーク
ショップを自分たちで
立案・企画・実施。

新型コロナウイルス
感染症拡大のため、
２年間行けなかった
ニュージーランドに
やっと行けました！

念願のニュージーランド研修が実
現。オークランド大学の近くでの
生徒たちと同行した教員の様子。

念願のドイツ研修
が２年ぶりに実現！
現地の方に手巻き寿司
を振る舞いました！

ドイツ研修では、生徒
が英語でプレゼンテー
ションを行いました。

ドイツ研修では、出発前
にふたば未来の教員か
ら茶道の指導を受けて、
現地の方にお抹茶を振
る舞い大好評でした。

ドイツ研修に参加した生徒と同行した
教員の様子。

最優秀賞

海外研修 学校自慢

晴れわたる青空のような
「青春」を謳歌できるふたば
未来学園高校では、豊かな
表現力と主体性を身につけ
た高校生が活躍しています。
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笑顔と元気で未来をつ
くる！

広野町立広野小学校
http://hironosyou.blog.fc2.com/ ● 双葉郡広野町中央台三丁目1

「伝え 聴き つながる」を合い言葉に人とのつながりを大切にし、
全校児童152名で楽しく学校生活を過ごしています。

ブログ

Th
is year’s

 acti
vitie

s

今年度の

ふるさと創造
学

取組紹介

「広野町のみりょくを伝えよう～豊かな自然と語りつがれる物語」をテーマに活動しました。
ふるさとがより好きになる新たな発見がたくさんありました。

高倉山の展望台から

見る景色は最高です。

昔、お城があったんだね。

毎日楽しみに

してるよ！

講師の先生から広野町の伝説に
ついて教えていただきました。

校庭の桜がとてもきれいです。

気合い十分！
「走り抜け コロナを
抜き去り 一等賞」。

たてわり班でスタンプラリー
集会を行いました。

バナナの繊維で
和紙づくりを
行いました。

みんな大好き

ふわふわドーム。

いらっしゃい！

いらっしゃい！

お祭りだよ。

J
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
見
学
学
習
。

天
然
芝
が
気
持
ち
い
い
ね
。

学
校
の
近
く
に

こ
ん
な
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
の
か
。

全校集会でも発表しました。

大運動会
見学学習

りょく
広野町の野菜たっぷり、栄養満点！
み力かんじる給食いただきます。

学校自慢 ひろのみかん給食

町の魅力の発見･発
信･創造！

広野町立広野中学校
http://hironochuweb.blog.fc2.com/ ● 双葉郡広野町大字下浅見川字築地12

全校生110名は「認め合い 学び合い ともに成長しよう」を目標に、
元気で仲良く学習や校外活動に取り組んでいます。

ブログ

Th
is year’s

 acti
vitie

s

今年度の

ふるさと創造
学

取組紹介

ふるさとの魅力を探す、伝える、創るというテーマで探究的な学習を進めました。

消防署での職場体験

異文化を体験、
学ぶことができました。

友
達
同
士
で
聴
き
合
い
、

課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

ラジオ番組を作って

公開発表したよ！

最後のよさこい、
最高の「舞」を！

広野町の魅力や
良さをプレゼン
しました。

ボランティア活動で、
地域の神社の清掃を行いました。

「カオナシ」も一緒に
考えた広野町の魅力。

移住についてお話を
うかがいました。

「演じるCM」で、魅力や良さを伝えました。

1年生

2年生

3年生

1年生

2年生

3年生

ガソリンスタンドで窓ふきのコツを教えていただきました。 「ゆりがさいてる」を

歌ったよ。
「ゆりがさいてる」を

歌ったよ。

学校自慢

水平線がキレイに見える校舎。
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新たな伝統を「楢葉
小学校」開校!!

楢葉町立楢葉小学校
https://sites.google.com/fcs.ed.jp/narahaminamikita-e ● 双葉郡楢葉町大字下小塙字麦入31

今年度から「楢葉小学校」としてスタート！
～Challenge Change～ 全校生130名で新たな伝統を築いていきます！

動画

Th
is year’s 

acti
vitie

s

今年度の

ふるさと創造
学

取組紹介

子どもたちの「ふるさとのことをもっと知りたい！」という気持ちを大切に、
地域の方 か々らふるさと楢葉のいいところをたくさん学びました。

H P

楢葉小学校
最初の１年生！

６年生セレクト！

スタート
直前。

東京へ修学旅行。

おうちの洗濯機より大きくてびっくり！

どんどん大きくなってきた！

今年はなんと
423匹

とれました！

今年もおいしい楢葉米ができましたよ!!

持久走記録会

宿泊活動

藍の種まき、
小さい種でした。

ニュースポーツで、笑顔のお年寄り交流！

学校自慢

豊かな自然・
みんなで仲良く遊ぶ姿

よ～し行くぞ！

また

行きたいね！

みんなでおいしいカレーを作ったよ。

楢葉の元気と笑顔をた
くさんの人へ

楢葉町立楢葉中学校
https：//blog.goo.ne.jp/narahachu ● 双葉郡楢葉町大字北田字鐘突堂2-1

「キャリア教育」「学び合いタイム」「体つくり運動（３C）」の時間に、
販売活動や勉強と体づくりに取り組み、全校生徒で高め合いながら学校生活を送っています。

Th
is year’s

 acti
vitie

s

今年度の

ふるさと創造
学

取組紹介

全国に楢葉の良さを発信するために模擬会社「Nalys」で発案・企画した商品を販売し、
皆さんに笑顔になってもらえるよう取り組んでいます。

ブログ

大江先生より、商品開発
や販売活動についてノウ
ハウを伝授されました。

「日本橋ふくしま館
MIDETTE」において、
全校生徒による販売活
動を行いました。

ナリーズ

課題に向き合い 高め合いながら
勉強や運動に取り組もう。

心を一つに

楢葉天神龍舞の皆さ
んに指導いただいた
よさこい！

元Jリーガーの西嶋さん、
野本さんを講師にバイキ
ング。学び合いタイム ３Cプロジェクト：サッカー栄養教室

販売活動

学校自慢

また

行きたいね！

自分の学習計画により、

自主的に学習を

進めています。

どれを食べれば
いいのかな？
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「未来を創る」～あしたを歩く 川内っ子～

川内村立川内小中学園
https://schit.net/kawauchi/kawauchi-c/ ● 双葉郡川内村大字上川内字沼畑125

２年目を迎えた義務教育学校。今年は小中の連携をさらに深めて、新たな挑戦を続けています。
「ふるさと川内」への思いを持って、新たな伝統を切り開きます。

ブログ
Th
is year’s

 acti
vitie

s

今年度の

ふるさと創造学

取組紹介

前期課程は、川内の良さを探してこれを伝える活動、
後期課程は実際に働く現場での体験を通して、村の未来を考えました。

前期生は、村のイチゴ農家で
美味しいイチゴの育て方を学び、チーズ！

新
た
な
特
産
物
を

目
指
し
て
い
る

ピ
ー
マ
ン
農
家
で
の
一
コ
マ
。

上級生が下級生を導きます！

前
期
生(

小
学
生)

と

後
期
生(

中
学
生)

が

バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
ま
す
！

後期生みんなでお互いの

良いところを見つける

活動をしました。

全校生で
ビッグ・アートを
作り上げました。

広大なぶどう園で、
作業の合間に！

今年は全校で
「人権」について
学んでいます。

全員そろっての
合唱です。

春の遠足

運動会

清流祭

長崎訪問

ふるさと創
造学サミット

後期生･職場体験

前期生は、村の良いところを探す学習で、色々な場所を訪問しました。

「ふるさと創造学サミット」で、
緊張の発表の後、みんな充実した笑顔です！

後期生は、職場体験での

経験を通した学びを

堂々と発表しました。
 後期生は、職場体験での

経験を通した学びを

堂々と発表しました。

「ずっと継続している長崎訪問」６・7年生は、長崎訪問で地元の小学生とも交流してきました。

前期生の発表は、川内村の

「注目スポットランキング」でした。

学校自慢

前期生(小学生)・後期生(中学生)がお互いに
刺激し合いながら最高の学校を創りたい！
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富岡の絆で心を一つに 一人一人が輝く未来へ

富岡町立富岡中学校
https://schit.net/tomioka/tomioka12jhs/ ● 双葉郡富岡町大字小浜字中央237-2

富岡一・二中が統合し、今年度開校。全校生徒２２名が、ＥＩＰ９やＰｉｎＳなどのプロジェクトを通して、
健康・体力や観察力・創造力を育んでいます。

ブログ

Th
is year’s

 acti
vitie

s

今年度の

ふるさと創造学

取組紹介

住民へのインタビューや役場での調査を通して、商業・農業・防災などの観点から、
富岡町の過去を知り、現在をみつめ、未来につなげる活動を行っています。

町の防災について
調査のため備蓄倉庫へ。

セブン-イレブンさんによる
環境教室。

小中合同開校式で
新制服を披露。

こども園小中合同運動会で
チーム対抗綱引き！

学年を超えて信頼し合う
関係性を築いています！

PinS転校生・
大友良英さんと
コンサート。

合同開校式

合同運動会

職場体験

請戸小見学

永桜祭
環境教室

学校自慢

仕
事
の
大
変
さ
と

あ
り
が
た
み
を
感
じ
ま
し
た
。

一
生
懸
命
練
習
し
た

風
童
太
鼓
、

本
番
も
楽
し
か
っ
た
！

津波のすさまじさを

実感しました。
小中みんなでやり遂げた！

永桜祭大成功！

富岡のみんなでつくろ
う　輝く未来を

富岡町立富岡小学校
https://schit.net/tomioka/tomioka12es/ ● 双葉郡富岡町大字小浜字中央237-2

富岡小学校としてのスタートの１年。
全校生４3名、新生とみおかっ子として何事にも全力で取り組みます！

ブログ

町役場の方へ、
富岡町の農業について
インタビュー。

Th
is year’s

 acti
vitie

s

今年度の

ふるさと創造
学

取組紹介

５・６年生は「富岡盛り上げ隊」を結成し、富岡をどのように盛り上げられるのかを動画に
まとめました。３・４年生は米作りについて調べ、体験しました。

玉ねぎ農家さんに
直接インタビュー。

校歌を一緒に作ってくれた
大友良英さんとコンサート！

表情も本気で演技中。

運動会で全力！
協力してゴールを目指せ！

学習発表会

運動会

ラグビー選手に
持ち上げられてドキドキ！

インタビュー
手作業

大変だなあ…。
富
岡
産
の

お
い
し
い
玉
ね
ぎ

い
た
だ
き
ま
し
た
！

地域の方に教わり
稲刈り体験。

学校自慢

ロケットが飛ばせる
くらい広い天然芝！

初めての自校給食、

いただきまーす！初めての自校給食、

いただきまーす！初めての自校給食、

いただきまーす！
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「思うは招く」

大熊町立 学び舎 ゆめの森
https://manabiya-yumenomori.ed.jp/ ● 会津若松市河東町大田原字村中186

今年「学び舎 ゆめの森」 として、スタートしました。会津で過ごす最後の1年を思い切り
楽しみながら、「強く新しい自分を見つける」ために、一生懸命活動しています。

H P
Th
is year’s 

acti
vitie

s

今年度の

ふるさと創造
学

取組紹介

学習別４グループに分かれ、参加してくれた児童生徒と話し合いを行いました。
参加者の皆さんからお話をうかがい、さらに学びを深めることができました。

海洋生物に

触れて、

びっくり!!

米農家さんに教えて
いただき、田植え体験を
させてもらいました。

植松努さんと出会い、
夢をあきらめない気持ちの
大切さを学びました。

学びの森で開催されたふるさと
創造学サミットに参加しました。

発表、質問、共有の
三部構成で進めました。

会津坂下町のやますけ農園で、
鶏の飼育について聞いてきました。

鶏
の
小
屋
を
作
る
ぞ
ー
！

イ
ン
パ
ク
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
使
い
も

お
手
の
も
の
。

烏骨鶏の卵かけご飯は、最高！

大熊町と河東町をつなぐスポーツフェスティバル。

いつも楽しいブッ
クトークの時間が、
みんな大好き。

フラダンサーの會川さんにフラダンスを
教えてもらいました。

巣箱づくり。
どんな鳥が入って
くれるかな。

ワクワク♪

役に没頭する
子どもたち。

標葉地域の素晴らしさを
伝えて、最優秀賞を受賞
しました。

演出家の
木村準さんの
熱血指導は、
とても楽しい。

パネルディスカッションをしました。

時間割はツムギノを使って、
自分で作るよ。

ブックト
ーク

フラダンス

創造的演劇
教育プロジェクト

移動水族館

未来デザインウィ
ーク

スポーツフェスティバル

宿泊学習

標葉祭り

さつまいも掘り

火の神になりきって、キャンプファイヤー！

田植え体験

やますけ農園

鶏小屋づくり

バ
ケ
ツ
の
稲
よ
、

大
き
く
な
あ
れ
。

未来デザインプロジェクト

創造学サミ
ット

室屋義秀さんにビッグアートを贈呈！
みんなで自作の飛行機を飛ばしました。

うーん。
おいしそうなさつまいも！

自
分
で
ロ
ケ
ッ
ト
を

製
作
し
、北
海
道
の

大
空
へ
発
射
！

学校自慢

鶏を飼育してる！
孵卵器を使って生まれたヒヨコは、
今は立派な鶏になりました。

ふらんき
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考え・伝え・なかよく活動

双葉町立双葉南・北小学校
http://futabananbokusyo2014.blog.fc2.com/ ● いわき市錦町御宝殿56

2014年にいわき市で学校を再開し、9年目を迎えました。
｢考え・伝え・なかよく活動｣を重点目標に、全校児童29名が夢や希望に向かってがんばっています。

ブログ

令和４年度の帰町に合わ
せて業務が再開した双葉
町役場新庁舎について
調べました。

原子力災害伝承館で、
震災時の双葉町の様子
や語り部の講話を聞い
てきました。

令和４年の10月から入居
を開始した、えきにし住宅
について調べました。

Th
is year’s

 acti
vitie

s

今年度の

ふるさと創造学

取組紹介

｢ふたばの第一歩｣をテーマに、2022年９月に帰町を果たした双葉町の、
復興への取り組みや復興に携わっている人たちについて調べました。

双葉駅前に飾る花植えをしました。

常磐線開通に合わせて
再開した双葉駅を実際に

見て調べました。

双葉町産業交流センターに

実際に行って調べました。

生活科や図画工作科で
作ったおもちゃや昔遊
びをして、幼稚園児と
交流しました。

近くの熊野神社で落ち葉
掃きをしました。

一泊二日でいわき海浜自
然の家に行ってきました。
埼玉県種足小とも交流を
してきました。
（５・６年生）

栴檀祭では、中学生と一緒に、双葉町の伝統の標葉せんだん太鼓の演奏を披露しました。

しね   は栴檀祭
せん だん

宿泊活動

ボランティア
活動

学校自慢

１～６年生全員
仲良く遊べる！

人数が少ない分、みんなで交流して楽しく
学校生活を送っています！

手を取り合い輝かせ
よう、私たちの双葉町

双葉町立双葉中学校
http://futabajh.blog.fc2.com/ ● いわき市錦町御宝殿56

「夢や目標に向けて、主体的に努力できる生徒」を目標に全校生徒９名が協力して明るく元気に
学校生活を送っています。

ブログ

本校の栴檀祭やふるさと創造学サミットで
「双葉町のいま」について発表しました。

双葉町内を歩きながら、
復興の現状を確認しま
した。

Th
is year’s

 acti
vitie

s

今年度の

ふるさと創造
学

取組紹介

「私たちが伝えます…“双葉町のいま”」をテーマに、復興の現状や人とのつながりなど、
双葉町へ行って知ったこと、感じたこと、学んだことをみんなでまとめました。

双
葉
駅
や
役
場
な
ど

復
興
の
拠
点
を
見
学
し
、

話
を
聞
き
ま
し
た
。

双葉町の双葉中学校本校舎に
初めて入ることができました。

鮫川河川敷清掃や熊野神社清掃を通して
地域の美化に努めています。

東京・横浜・ディズニーランドへ。
ソフトバンクで企業見学も行いました。

会津若松へ行った学習旅行では、
見学や体験活動を行いました。

ブリティッシュヒルズで
英語研修を行いました。

ボランティア活
動

修学旅行

学習旅行

校外学習

学校自慢

みんな仲良し！

幼・小・中学校が同じ敷地内にあり、
様々な行事を一緒に行っています。
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他校と合同体育を
行っています。

幼稚園児や中学生と
一緒に運動会をします。

マンゴー栽培施設の見学に行きました。

村の食堂で働く人の思いを聞いてきました。

出前授業なども積極的に
活用しています。

幼稚園児と一緒に
楽しく活動をして
います。

児童会活動に楽しく取り組んでいます。

葛尾村立葛尾小学校
https://www.katsurao.org/site/es/ ● 双葉郡葛尾村大字落合字西ノ内50

児童12名は、めあてを立てて様 な々活動に取り組み、
自分の力を高めることを目標にしています。

Ｈ Ｐ

Th
is year’s

 acti
vitie

s

今年度の

ふるさと創造学

取組紹介

「葛尾の語り部になろう」というテーマのもと、村内で活躍されている様 な々人たちと交流し、
葛尾村の良さを再発見しました。

胡蝶蘭ってこうやって育てているのか！

異学年交流
みんなで遊ぶのは楽しいね!!

めあてにむかってレベルアップ！

運動会
幼小連携

自分たちで計画を立てて
お楽しみ会をしました。

「
も
り
も
り
ラ
ン
ド
か
つ
ら
お
」で

自
然
を
感
じ
ま
し
た
。

　

 

尾
村
に
は

何
が
あ
る
の
か
な
？

「　尾村の良さ」について
発表しました！

学校自慢

葛尾村立葛尾中学校
https://www.katsurao.org/site/jhs/ ● 双葉郡葛尾村大字落合字西ノ内50

全校生徒３名、葛尾村から元気を発信しています！
復興する村を、自分たちの力でさらに活気づけていこうと活動しています。

Ｈ Ｐ

Th
is year’s

 acti
vitie

s

今年度の

ふるさと創造学

取組紹介

「大切な地域の宝」をテーマに村の特産品「凍み餅」のアレンジレシピを考案しました。
食で元気に、笑顔溢れる葛尾村にしたいと３名で取り組みました。

７つの学校と凍み餅
コラボメニューを考えたよ！

給食が
美味しい！

葛尾村産の食材で
すくすく育ちます。

目標を持ち、自分で考え、行動する葛尾中生

SDGsの取り組みで
シュレッダーゴミを
粉砕し、再生紙作り。

連携授業で
園児に書道を
教える学びあい。

授業で作ったものを販売し、
社会福祉協議会へ全額寄付。

幼小中合同
スクールフェスタで
よさこいを発表。 小中合同での

サマーコンサート。

福島民報
「みんなのひろば」へ
意見投稿。

昨年度から学習成果物を
「あぜりあ」へ掲示。

3人で
タンポポの開花、
閉花を研究。

再
生
紙
で

し
お
り
を
作
っ
た
よ
！

日本学生科学賞

県議会議長賞、

野口英世賞

優秀賞を受賞！

SDGsの取組

タンポポの研究

月１で
貼り替えてるよ。

ト
ッ
ピ
ン
グ
も
き
れ
い
な

「
凍
み
モ
ッ
フ
ル
」
を
開
発
。

ゼ
リ
ー
も
作
っ
た
よ
！

お
い
し
く
焼
け
た
よ
〜
！

ホットケーキ

ミックスに

凍み餅を入れた

「凍みボール」！

学校自慢
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浪江を愛し 未来に向かって 笑顔で生きる！

浪江町立なみえ創成小学校
https://namie.fcs.ed.jp/ ● 双葉郡浪江町大字幾世橋字来福寺西73

「自分の思いや考えを広げ、伝え合うことができる子ども」を目指して活動しています。

ブログ

こども園･小･中学校
みんなで運動会！

山から見る紅葉がとてもキレイな登山でした。

３年ぶりの開催！
詩や校歌を発表しました。

Th
is year’s 

acti
vitie

s

今年度の

ふるさと創造学

取組紹介

３、４年生は「防災」、５年生は「自然のエコシステム」、
６年生は「ＳＤＧｓ」をテーマに、自分たちができることについて考えました。

合同運動会

全校遠足
十日市祭

新しくできた町の防災施設を見学。

手作りジグソーパズルで
こども園の皆さんと交流。

町長さんにも
ジグソーパズルを
プレゼント。

利用者さんと交流し、
心が温まりました。

学校の近くの
大聖寺にある古樹。

ふるさと創造学
サミットで学習の
まとめを発表。

防災意識を高める
ための新聞作り。

ハザードマップで最適な避難経路を共有。

福祉施設を訪問

伝承館見学

学んだ教訓は伝えて
いかなければいけない。

学校自慢

人工芝！

学校自慢は、やっぱりこのひろーい人工芝！

子どもたちの生きる力と夢を育
み、地域の未来を切り拓く学

校

浪江町立なみえ創成中学校
https://namie.fcs.ed.jp/ ● 双葉郡浪江町大字幾世橋字来福寺西73

開校５年目、全校生徒１４名で、重点目標「よりよい考えに気づき 自分の力で課題を解決
できる生徒」を目指して、学校生活に取り組んでいます。

ブログ

In
itia

tive introd
uctio

n

Th
is year’s 

acti
vitie

s

今年度の

ふるさと創造
学

取組紹介

１年生は「わが町なみえを知ろう」、２年生は「わが町なみえに学ぼう」、
３年生は「わが町なみえに生かそう」をテーマに、活動してきたことをまとめました。

演劇WS!!

お題が何か分かるかな…!?

体験学習

オータム・
レク！

BBQ最高～♪

作品展示

第１回目の校内文化祭
「海鴎祭」です。

ふくしまCM大賞に向けて
動画の撮影中!!

グラウンドゴルフ大会を企画・運営しました。

道の駅なみえで
イラスト作品を
展示しました!!

みんな仲良
し！

私たちの学校は先輩･後輩･小学生みんな仲良しです！
合同運動会の玉入れでは、みんなで協力して、
お手玉を投げました!!

新潟三条凧上
げ体験

イカ

演劇ワークショップ

海鴎祭

体験学習

CM制作

グラウンドゴルフ大会

学校自慢
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ふたばの     組ＴＯＰＩＣＳ

TOPICS1 TOPICS2
〈テーマ〉 落とし穴の埋め方 ～挑戦の準備～ 

2022年8月4日（木） Zoomによるオンライン開催

双葉郡８町村の中高生が町村や世代を超えた交流を通じて学ぶ、１
日限りのサマースクール。今年も昨年に続いてのオンライン開催とな
りましたが、講師は例年通り「ふたばの教育復興応援団」の秋元康
さんにプロデュースいただき、今年は、前田裕二さん（SHOWROOM
株式会社 代表取締役社長）、西野亮廣さん（お笑い芸人・絵本作家）
をお迎えしました。
昨年は「失敗したっていいじゃないか」というテーマで実施しました
が、参加した生徒からは「挑戦が大切なのは分かるが、やっぱり怖
い！」という感想もあり、今年は「失敗が怖くない状況をつくってし
まえば、失敗は怖くない！」ということで、「落とし穴の埋め方 ～挑
戦の準備～」というテーマでの開催となりました。
お二人には、対談だけではなく、実際に生徒からの悩みを聞いてア
ドバイスする形で、自分たちの経験も交えながら、色々なお話をい
ただきました。真剣に生徒の話を聞き、ユーモアを交えながらアド
バイスくださるお二人の姿に、生徒たちも楽しみながら、話に聞き
入っていた様子。「誰かと話をするときは、リアクションが大事。た
くさんうなずくと相手が話しやすくなる。」というアドバイスも早速実
践していました！

自分が描いた絵を褒めてもらい、自信を持つことができました！

参加した
みんなの感想は？

開会式の司会をさせていただ

きました。とても緊張しまし

たが、普段は人前で話す機会

が少ないので、とても良い経

験になりました。

開会式の司会をさせていただ

きました。とても緊張しまし

たが、普段は人前で話す機会

が少ないので、とても良い経

験になりました。

2015年に発足。双葉郡８町村の地域コーディネーターが連携して地域
や企業団体との協働を進めるために立ち上げた、双葉郡の学校の『応援
団』です。学校のニーズに合った外部講師の招へい等、町村の垣根を越
えて情報を共有し合いながら、子どもたちの学びの場を広げています。
例年、様々な分野で外部講師にご協力いただいています。

双葉郡地域学校協働本部の本部長の荒木信彦です。新型コロナウイルス感染拡大
の影響で、なかなか学校を訪問できない時期もありましたが、今年度は少しずつ学
校からの相談や講師派遣の依頼も増えてきました。各教科やカリキュラムに沿った
講師の紹介をしていますが、特に探究の授業やふるさと創造学でお願いしたい地域
の方々を紹介してほしいとの声が多数あります。
今回は、部活指導の事例を紹介します。楢葉中学校からバドミントン部にハイレベ
ルな指導をとの依頼があり、ふたば未来学園卒で、現在は明治大学バドミントン部
に所属する山下啓輔さんをご紹介させていただきました。桃田賢斗選手、渡辺勇大選手など、世界で活躍する先輩
たちと同じように、中学・高校の６年間を双葉郡で頑張ってきた選手です。８月と１月の２回、実際に楢葉中学校に
来ていただき、子どもたちに直接指導いただきました。最初はトップレベルの技術を目の当たりにして戸惑っていた
子どもたちも、徐々に打ち解け、積極的に質問したり、練習相手をお願いしたりするようになり、楽しく活動してい
ました。
可能なら今後も継続的に来ていただき、一人ひとりのスキルアップ、
更なる成長に繋がることを願っています。

双葉郡地域学校協働本部
本部長　荒木信彦

バドミントン講師 山下啓輔さん

PRofile

明治大学２年生。
震災後、富岡第一中学校に入学。区域外就学で猪苗代中学校、
ふたば未来学園高校と４年間は猪苗代町の、あるぱいんロッジ
の桜風寮で、高校２年生より２年間は広野町の立志寮で生活。
◆全国中学校体育大会シングルス優勝、JOC全国大会優勝
◆高校生代替大会（福島県）団体優勝、個人３位、ダブルス準優勝
◆インカレ団体３位

＠楢葉中学校

このような機会は楽しいです！元々転
勤族で、初めて６年間を福島で過ごし
たので、僕にとってここが地元。バドミ
ントンを通して関われているのが凄くう
れしい！これからもこうやって関わって
いけたら良いと思います。

山下啓輔さんから
悩み事を真剣に

聞いてくれてうれしかったし、
皆の悩みが自分の悩みと似ていて、

共感できるところも
多かったので、少し安心しました。

心に残ったのは
「今いる場所がすべてじゃない」ということです。
この言葉は母からも聞いたことがありました。

この言葉から私が考えることは、
何かいやなことがあっても別な場所で

違う人に出会えるって
ことなのかなと思いました。

「習字頑張れ」と言われたので、
頑張ろうと思ったし、

自分が好きなことを突き進めて、
自信をつけてから苦手なことにも
チャレンジしてみようと思いました。
他の人の悩みも自分と重なるところが
たくさんあって、ためになることを
たくさん吸収できたと思いました。

なかなか一歩踏み出すことが
難しいことが多いですが、
お話を聞いて失敗しても
大丈夫なのだと思いました。

発表するときに聞き手も
リアクションをするといった、

場を盛り上げることが大事だと感じました。
今回学んだことを、今後の学校生活に
活かしていきたいと思います。

すごく楽しかった。
できることならもっと

交流できることをしたかった!!! 
今度は対面で交流会をしたいです。
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ふたばの     組ＴＯＰＩＣＳ

顧問の先生から

鹿野 捷人先生

楽しみながらも一流の技術に触れる、
生徒にとってもいい刺激になったと思い
ます。生徒も先生を慕っており、６月に
大きな大会があるので、可能なら直前
にまた来ていただいて、生徒たちに
エールを送ってもらい、気持ち
を高めて大会に臨みたいです。

以前よりも多く点が取れるようになっ
て、成長を感じることができました。
試合後に山下先生に優しく声をかけ
ていただけるので、また頑張ろうと

いう気持ちになれました。

こんな先生が来てくれるの
は凄いことだし嬉しい！教
えてもらった事を日常の練
習に活かしていきたいと思
いました。毎日来て欲しいく
らいずっと来て欲しいです。

山下先生のおかげで、以
前はできなかった足の動き
ができるようになりました。
中体連ではもっと上を目指
したいです。

基礎を新たに学ぶことが
でき、フットワークが今ま
でよりも速くなりました。
今回だけでなく、これか
らも山下先生に来て欲し
いです。
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